
(き しのか い)

義 志 の 会

鷺

収 支 一 告 書(そ の1)

平成26年 分
※該 当箇所 に図 してくだ さい、

〔*受 付印)

2bし 千

政 治 団 体 の 区 分

[]政 党の 支部

[7そ の他の政治団体(後 援 会等)

口 その他 の政治団体の 支剖1

口 政 治資金 規11三法第18条 の2第1項 の規定 による政治団体

(ふ り が な)

1政 治 団 体 の 名 称

2kた る事務 所 の所 在 地

3代 表 者 の 氏 名

4会 計 責 任 者 の 氏 名

r

事 務 担 当 者 の 氏 名

連 絡 先

(電 話 番 号)
L

*二 の部分は何 も記 人 しないで くだ さい.

一 一一一 一

〒餌3■0014神奈川県厚木市旭町1-15-17　3F`

活 動 区 域 の 区 分

[]全 国(2都 道府 県以L)[珊 申奈川 県内

山本 善 一

資金管埋団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

口 有 一 一

[鹸1辱

,響

※以r指 定1有jの 揚合のみ記人

公職 の 種 類

口 政治資金規lll法第19条 の7

第1項 第1号 に 係 る

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

区Z政治資金規 正法第19条 の7

第1項 第2号 に 係 る

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

公職の候補者の氏名

義家弘介

佐々木由

、

大野 美之 (現 職 ・ 候補者等)

03　 35D8-724ノ

資金管理団体の届出

を した者の氏名 公職の種類

療議院議員
ノ

(爾 ・候儲 等)一一
一 一

㈱ 資金管理団体の指定の期間
{※,国会 議 員関係 政 治団 体 に

関 す る特 例 の適 川 期 聞

、2.

*

団 体 コ ー ド 受理台帳番号 ・ 受 付 丹 凶ρ 処理

告～d

政 党

蓋」彰 伽
不 ぜ

K

平戊 年 月11か ら

平成 年 月 目まで

iド成 年 月 口か ら

平成 年 月 口まで
≒㌔ 響

来報告対象年の途中で資金管理団体の指 栄報告対象年の途中で国会議員関係政治団

定 ・取消をした場合のみ記人、 体の指定 ・取消をした揚合のみ記人冒



覧,

収 支 の 状 況(そ の2)
1収 支の総括 表

ア 収 入 総 額(ア)十(イ) 一一ゆ
(,1

目1き 白,ノ

1:79「

円

39る

(ア)前 年 か ら の 繰 越 額 一 02
r・zg 3∫7

一

(イ)本 年 の 収 入 額
一 03 50 oえ ア

イ 支 出 総 額 04 /z'9 ア7'7

ウ 翌 年 へ の 繰 越 額(ア ーイ) 05
タ ・9 タ;09

2収 人項 目別金額の内訳 一

(D個 人の負担する党費又は会費

金 額 06
1値 ドi'∫ 「 円

・o

員 数(党 費又は会費 を納 入 した 人σ)数) 07
ノ、`0

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 一 08
[億 i二f〃 「 円

・o

(う ち 特 定 寄 附) 09 り

(イ)法 人そ の他 の団体 か らの寄附 一 ユO
、0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 一 ll ・5Lo 0り0

ノ」、 言卜(ア)一 ←(イ)十(ウ) ゴ 12 5り 000

(寄附 び)うち寄附の あっせん に よる もの) 一 13 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 一 14 0

合 計(ア 十 イ) , 15 5-0 000



層

(そ の6)

一一一 一

⑥ その他の収入

摘 要 金 額 備 考

Ol

!値 Irり 「'II1

02

03

04

05

06

07

1

08

09
」

10

ll

12

'

こ の ペ ー ジ の 小 計

1 曜

0
注ll件:10万F」 以 上の収入 は個別 に記載 し、IO万11i未 満の

収 人は一一括 して記載 して くだ さい。
2こ の川紙が2枚 以 上にわたる場 合、 「1件IO万 ド】未満 の

もの」欄 及び1合 計」欄 は、最終ペー ジにのみ記入 して く

だ さい、
3収 人の基因 となった 事実 ごとに 、年 月則頂に記載 して

くだ さい。

1件10万Flj未 満 の も の
」 ,ZI2

合 計 2・9



(そ の7)

(7)寄 附 の 内 訳
寄 附 者 の 区 分

(右のいずれかをOで 囲む)
臥 ・法人その伽 団体く面綱 砂

寄附者 の氏 名(団 体 に

あ'」て は、そ の名称)
金 額

一
年 月 日

f}
i
所(団 体 にあっては、
たる 事務所 σ)所在地)

一 一 一 一 一 一 一 一一

職 業(団 体にあ つて
は、代 表者の氏名)
一

備 考

01 舞寡鉤 修援公
1蝕 ド」り r

I50

■
Ihl

OO'0 ユ6'!2'27
象議齢 一瀕 鋤

彙辮 捌 囑 永哨 会2-1 〆20姥 獅 ラ吻
02 糎 ●

03 騨,

04 ■ ●

05 幽 ■

06 ●,

07 曹 ●

08 ■ ■

09
'1

■

● 噂

10 ● 曽

lI ● ●

12 噂 ●

この ペ ー ジの 小 計 510 o〃o

その他の寄附
'

∂

注 皇寄附 κの区分 は、 「個 人 ・法 人その他の団体 ・政治団体」の いずれか を○で囲み、それぞ

れ別 の川紙 を使用 して くだ さい、

2同 一者か らの年 間5ノ ∫円を超 え ろ寄附は個別に記載 し、5万 円以 ドの寄附は 一括 して

記載 して くだ さい.

3こ の 川紙 が2枚 以hに わ たろ場 合Jそ の他の寄附」欄及 び1合 計1欄 は、最終ペー ジに

のみ 記人 して ください合 計 50 000



〔そ の13)

3支 出項 日別金 額 の 内 訳
一 一 一 一 一 一一 一 一

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額

備 考

うち本部又は支部に対して

供与した交付金に係ろ支川

ア

経

常

経

費

1人 件 費 〔」1

1倍 一 丁"
:

:「 ・δ1 1傅
1'自 り

'L「

1

':円

1

2光 熱 水 費 {,2

1 ,r

I lo 1

ヨ

,

3備 品 ・ 消 耗 品 費 o二う 1 95 5・93
・: ,;

1

4事 務 所 費 04 L z:え グ00
1:

ノトr言 卜(1+2+3+4) 05 1 , !/ク 5μ3 L

1

1

イ

政

治

活

動

費

5組 織 活 動 費 O{1 1
7.父

1

43・ タ
1 :

6選 挙 関 係 費 07

1

1 :10
,: lL

機 関 紙 誌 の 発 行((D杖2ハ{3,+(4D7

そ の 他 の 事 業費 の 計
φ 08

1

'{ :

10 冠
}1

,1

ω 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 ■ 09 ; 1 :iO :

■

;'

(2)宣 伝 事 業 費
一

國 lo
1

II ;:0 ll ・{ :1

(3)政 治 資 金パ ー テ ィー 開催 事 装費

■

圏 ll

1 '10
lI

'1
ll

(4)そ の 他 の 事 業 費 凹、12
rI

:;0 ;
1

,

'
1

8調 査 研 究 費 13 1
:、

,0 :、

:1 :
,

9寄 附 ・ 交 付 金 n : 旨 :0
I

I }、

10そ の 他 の 経 費 15 L
1

lo '}

:

唱

一

小 計 く5・6・7・ お ・囲 ω 一 一 一一 16

卜

1 1Z

,

タ3 .女

合 計(ア 十 イ) 伽 17 /£9 977 注 本部 又は 支部に 対 して供 与した交付 金に係 る 支出が

ある場 合は 、(そ の 員})の内訳が必要です、



噛

,

(そ のM)国会議員関係政治団体及び資金管理団体のみ一一 一 一

(2)経 常 経 費(人 件 費 を 除 く。)の 内{訳
」〕轟〔}】 ラjijLメ ら二 つ}〉

(右 の い ず れ か をOで 囲 む)

繍 費 ・(画 網 璽)・ 糊 サ「費

支 出 のH的 金 額 年 月 日
支出 を受 けた κの氏 名(団

体に あつ'(は 、そ の 名称)

支出を受 けた 者のfii所(団 体 にあ
っては 、i三た る 事務所の所 在地) 備 考

Ol 封筒 代'

H童 自`, r

g
lμ

円

6ク7 蟻'1ユ'25 耕鵡轍 グラ乃 クうしヅ 静瞬 ララ秀氷区草薙H4-1。

02 ● 邑

03 ● ■

04 ■ ●

05 1■ 脚

Ob 幽 ●

07 ● 幽

08 ・ ■

09 幽 ●

10 ● ●

ll 幽 ■

12 ■ ■

一 一

このペー ジの小計
9タ 6ク9

注1項 口別 区分 は 、

"1

3

r光 熱水費 ・備 品 ・消耗 品費 ・事務所 費」の いずれ か をOで 囲み、

それぞれ 別の川紙 を使川 して くだ さい。

件(数1川 にわた')て なされた ときは 、そ の合計額 が)5万 円以上 の(国 会議員関係

そ の他 の 支lli 26ダ 政 治団体 はi万 円を,1宣える)支

係政 治団 体は1万 円以 ド)の 支
この用紙が2枚 以1:に わたろ場

に のみ 記人 して くだ さい.

Hは すべ て個別 に記載 し、5ノ ∫円未満(国 会議員 関

iiは1そ の他 の支出]に 一括 して記載 してくだ さい、

舟、1そ の他 の 支出」欄 及び 恰lll・」欄は 、最終ペー ジ
合 計 95 5タ3



,

(そ の1の国会議員関係政治団体及び資金管理団体の亘]

(2)経 常経 費(人 件 費 を除 く.)の 内訳
項 目 別 区 分

(右 の いずれか を○で囲 む)

光熱 水費 ・ 備ll'ド消 耗 品 費 ・ 串務II斤費
一ノ

支 出 の 目 的 金 額 年 月日
支出を受 けた者の氏 名 〔団

体 にあってiよ、その 宇1称)

支川 を受 けた者の住所(団 体 にあ

って は、ilた る事務所の所在地)
備 考

01 鵬蹟 金監査報酬1
1仁 ド「な 「

/ア

円

552 ⊇8'之'29 樋 ロ拠 一郎 蔚 瀞 中野蹄 餅2丁 訓…1

02 ■ ■

03 幽 ●

04 ■ ●

05 6●

06 ● 幽

07 ● ●

08 脾 ●

09 ■ ■

lO 脚 脚

ll ● ■

12 ● ●

こ の ベ ー一ジ の ノ」・計 !9 35凸8
1ill項II別 区 分は 、 r光 熱水 費 ・備 品 ・消耗品費 ・事 務 所費」の いずれか を0で 囲 み、

それ ぞれ 別の川紙 を使 川Lて ください、

21件(数 回にわた'」てな された ときは、そ のr}計 額が)5万11」 以Lのql三1会 議些妻関係

その他の支出
一 一 一 一一 一一 一 一

z 与タ乃
1

政治 団fl`は1万 円を超 えろ)支 出はすべてlll賜1擢

係政 治団体 は1万 円以 ド)の 支出 は1そ の他の 支
3こ の 川紙 が2枚 以1:に わ たる場 命、iそ の他の 支

にのみ 記人 して ください

記載L、5川 且床1荷 個 会議員1契」

助 に 凸括 して起載 して くだ さい、

助 欄及 び[合 計」欄は 、最終べ 一 ジ
合 計 z乙 000



(そ の15)

(3)政 治 活 動 費 の 内 訳

項 口 別 区 分(下 のいずれかを○で囲む) 細 口 別 区 分

耳≡轍Fガ動曹 選 挙関係 費 機関紙誌 の発行 申二業費 宣伝 事業費
政rr資 金パーテ ィー開催 事業費 その他 の串:業費 調査研究費

寄附 ・交付 金 その他の経費 組織 対ヨ纈一
支 出 の 目 白勺 金 額

一一一 一
年月 口

支川を受けた者の氏 名(団

体にあっては、その名称)

支出を受 けた者のf.k所(団 体 にあ
って は、主た る事務所 の所在 地)
一

備 考

Ol
1億 ポ】'.騨」

ヨ

「

}
1・I

I

● ●

02
ll ; 1

■ ■

03
1
11

1

■ ●

04 i

li

1 ■ ■

05
1'

■
● ●

06 }; :
ll

■ 凹

07 口 ● ●

08 :
」

■ ■

09
1

● ■

10 { :

1
■ ●

11 ; 昌
:

■ ■

12
1

i

1 ● ●

このペー ジの小計
:l
l ; ,0

注1項11別 区分は、賦 れ かをΩユ廻 廼 で くだ さい。
z糸1川 ごとに、それ ぞれ別の川紙 を使川 してくだ さい.

31件(数 回にわたってな され た ときは 、その 合計額 が)后 万円以Lの(国 会議員関係

政 治団伶は1万 円を超 え ろ,支 川はすべて個別に記載 し、5川1床 満(国 会議 員関

係政 治団体 は1万 円以 ド)の.支 出は1そ の他の 支出」に 一括 して記載 して くだ さい、
・1こ.の川紙が2枚 以Lに わた る場 合、1'その他の支 出」欄及び1謡 卜」欄は、最終ペー ジ

にのみ記人 して くだ さい.、

その他の支出
[

!2 タ3タ

合 計 1

1

ソ λ タ3弘



■

(その17)

資 産 等 の}l
l資 産等の総括表 一 一

資 産 等 の 有 無 一 一一

資 産 等 の 項 日 別 区 分 有 無 備 一考 *

01 ア 土 地 口 殴

02 イ 建 物 [] 呼

03 ウ 建 物 の 所 有 を 日 的 とす る 地.ヒ 権 又は 一ヒ地 の 賃 借 権 [] [Y

04 ユ・ 取 得 の 価 額 がIOO万 円 を1超 え る 動 産 〔コ [穿

05 オ纏麟 轡諜環欝 繍ぎ繍縣翻紺 導
」 」

〔] 酵

06 力 金 銭 信 託 [] 口

07 キ 有 価 証 券 口 肝

(18 ク 出資による権利 口 [シ

09 ケ 貸 付 先 ご と の 残 高 がIOO万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 呼

lO コ 支 払 わ れ た 金 額 が10{,万 円 を 超 え る 敷 金 口 呼

Il サ 取得 の価額 がloo万 円 を 超 え る施 設 の 利 川 に 関 す る権 利 口 [穿

12 シ 借 人 先 ご と の 残 高 が ω1}万 円 を 超 え る 借 入 金 口 呼
一一一一

注1各 項 目の 資 産 の 有 無1こ つ いて 、 「L山 内 を イ'.Lッ ケ して くだ さし㌧

21有 」をチ:・ニッ ク した 場 合は 、(そ ω18)の 該tl1す る 項11別 区 分 に記 載 して くだ さい.



山
旦 誓 書

(そ の2ω

一 一一一一一一一一

添 イ寸 書 炎頁(男 り添 の とお り)

① 領収書等の写 し

② 政治資金監査報告書 (「kl会議 員 関イ系政 治 団 体 に1製 る。)

この 報告 書は、政治 資金 規ll三法 に従 って作成 した ものであ って、真実に相違 あ りませ ん 。

・}乙成27年 5月 200

政 治 団 体 の 名 称 義 志 の A試

会計 責任 者の氏名 イカ 不々 切 ㊥
一

(氏 名 を 記 人 し押1三1」す るか 、 又は会計 責任 者本 人が署名 して くだ さい. )

r 、

〈解散の場合のみ〉

代 表 昔 の 氏 名L ㊥ ノ

(氏 名を記人 し押 印す るか 、又は代表者本 人が 署名 して くだ さい、 )



政治資金監査報告書

平成27年5月19日

義志の会

代表
血

山本 善畷
登録政灘 監査人 蝕 鏑 一 覧
登 録 番 号 第578号

研 修 終 了年 月 日 平成21年4月21日

1 監査の概要

(1) 私 は、政治 資金規 正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基

づ き、義志の会の平成26年 に係 る法第12条 第1項 に規定す る収支報告書のす

べての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、

明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込

明細書に係る支出目的書(支 出の目的が記載 された振込明細書の写しを含む。以

下同 じ。)に ついて、支出 に関す る政治資金監査を行った。

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金

適正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監

査マ ニュアル」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3) 私の責任は、外部性 を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任

者の作成又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に

係る支出目的書について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行っ

た結果を報告することにある。

(4) この政治資金監査は、同一の国会議員に係る複数の国会議員関係政治団体の政

治資金監査を実施する場合において、政治資金監査の効率的な実施のため、特定

の事務所等に収支報告書及び会計帳簿等の関係書類を集めた上で、政治資金監査

を行 うことが適当であると樋 ロ忠一郎が判断したため、義家弘介後援会の主たる

事務所(東 京都千代田区永田町2丁 目2番1号 衆議院第一議員会館1204号 室)

において行 った。

2 監査の結果

私が実施した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項 について、会 計帳簿 、明細書,



領収書等、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書が保存されていた。

なお、領収書等を徴し難かった支出の明細書を必要とする支出はなく、領収書

等を徴し難かった支出の明細書は存在しなかった。

(2) 法第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項 について、会計 帳簿には、 当該

国会議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該

国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3) 法第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 につ いて、法第12条 第1項 に

規定する収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、振込明細書及び振込明細

書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4) 法第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項にっいて、振込明細書に係る支

出目的書は、会計帳簿に基づいて記載されていた。また、領収書等を徴し難かっ

た支出の明細書は存在しなかった。

3 業務制限

義志 の会 と私 との間 には、法第19条 の13第5項 の規 定に違反 す る事実 はない。

また、義志の会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間にお

いて も、 同様 である。

以 上


